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 ７月下旬、上高地・小梨平にテントを張って

西穂高岳（２９０８㍍）に登った。 

 小梨平もご多分にもれず、近頃のキャンプ場

が夜遅くまで騒々しいのは困ったものである。 

 朝６時、晴天に恵まれキャンプ場出発。河童

橋からウェストン碑の前を抜け、シラカバ林の

道を進む。田代橋のたもとから西穂の登山道が

始まる。薄暗い樹林帯の中を徐々に高度を稼い

でゆくが、左下に玄文沢を見下ろす付近から道

はあえぎあえぎの急登になる。９時ごろ、やっ

と稜線に飛び出

す。焼岳と西穂

高岳を結ぶ縦走

路である。右に

ゆるやかな稜線

をたどり、間も

なく懐かしい赤

屋根の西穂山荘に着き、ゆっくり休憩をとった。 

 ここから穂高連峰ならではの岩稜の縦走が始

まる。左に蒲田川を隔てて眺める笠ヶ岳の威容

が素晴らしい。間もなくの西穂独標（2640m）

の 登 り は 、

ちょっと

中世の城

壁でも登

るような

手応えが

ある。       

１０時半、独標頂上。奥穂から前穂への吊

り尾根、前穂から明神岳にかけての荒々しい

稜線が豪快なスケールで目の前に立ちはだか  

って見えた。 

 独標から西穂高岳へは、ペンキの標識に従っ

てやせた岩稜の登り下りを繰り返す。ガイドブ

ックに

よれば

西穂頂

上まで

ピーク

の数は

１４個

もある

らしいが、とても数えている余裕はない。ちょ

うど正午に西穂高岳山頂着。視界３６０度、正

に北アルプスを一望に収める素晴らしい眺望に

恵まれた。 

 帰りは、天狗ノコルから岳沢に下った。天狗

ノコルまでは、午前に同じく岩峰の連続である

が、岩質が一変してもろくなり、一歩一歩慎重

に脆い足場を選んで

の登り降りとなった。 

 天狗ノコルから天

狗沢を下り、岳沢小

屋を経由して小梨平

に帰着したのは１７

時半だった。 
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